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2 17 1.5 経 営

店を経営するなら月いくらかせげれば安定しますか？ 月200～300万円あればいいと思う。 店の規模や従業員数，家賃の金額などによってずいぶん異
なる。売価ー仕入原価＝粗利益が，固定費（月々の支払給
与や家賃，電気代）を超えていることが最低限必要だろ
う。

2 19 1.7 経 営

ネットでのWeb販売をする際に必要なことは？〔野菜） ４つの経営資源（ITやマーケティング，野菜を知っており，
使いこなせる【人】，近所のスーパーや他の通販などの野
菜ではなく，自社のものを購入したいとおもってもらえる
ような魅力的な【モノ】（野菜），レンタルサーバの借入
や野菜の仕入れを行う元手となる資本＝【お金】よい農
家，よい消費者がどこにいるか，どんなニーズがあるかと
いった【情報】）をどのように入手できるかを考える。

2 20 2.0 感 想
遊びにしろ勉強にしろ，自分の行動が何かしら会計をから
めることができるので，役に立つ授業だったと思う。

ありがとう。

2 16 1.3 感 想
今日は楽しかったです。 少人数のゼミ形式だったので，こういう感想だったと思

う。じ年度以降，講義室の広さにも配慮を加えたい。

2 22 1.6 意 見
ディスカッション形式の講義がこの大学には少ないので，
この講義でディスカッション形式で対話する時間を増やし
て欲しい。

次年度以降，もう少し増やすようにします。

2 19 1.7 そ の 他

税金について，議員数を減らすことで税金を減らすことは
できますか？また，議員を減らしてどれくらい影響が出てく
るのでしょうか。

ムダに多いように見えるので，多少減らしても問題なさそ
う。

議員の報酬は政府の支出であり，政府の支出は主に税金や
借入で賄われているから，議員数を減らせば税金が減る可
能性はないわけではない。しかし日本の現状では，政府全
体の支出に占める議員報酬の割合が小さい一方で，借金依
存度が高いため，議員を減らしたくらいでは税金は減らな
いだろう。

2 19 1.6 そ の 他

一生を独身で生きていくには年収はどれくらいあれば十分
でしょうか？

月の手取りが15万円もあれば，それなりの生活ができると
聞いたことがある。

開発途上国に移住してしまえば，その1/10以下でも生きて
行けるだろう。ポイントは，その人が，何を幸せと感じ，
どんな目標を持っているか。ちなみに世界人口の約半分に
あたる30億人は1日2ドル未満で暮らしているとのことであ
り，2ドル/日X365日/年×70円/ドル=年収5万円強。

2 19 1.7 そ の 他

年間収入103万円を超えると，親の扶養から外れると聞き
ますが，親の収入によって支払うお金はどのように変化し
ますか？

親の収入とは関係ない。扶養から外れる＝それまで被扶養
者だった本人が，自分の所得について所得税を支払う。ま
た，同時に扶養者（親）の所得税が，扶養控除がなくな
り，本来の税額に近づく。

2 18 1.4 そ の 他
会社に勤めて上にあがるにはどうしたら一番速いですか？ 会社で求められている期待に応える（売上・利益向上やコ

スト削減・生産性向上）こと，周囲との人間関係をある程
度良好に保つこと，の２つを同時に。

2 19 1.5 そ の 他

消費税を10%にすることによって国の借金を返すことがで
きますか？

「経済財政の中長期試算」では，消費税率を10%に引き上
げても，財政健全化の指標である基礎的財政収支（国と地
方の合計）の赤字が2020年度時点で9兆円から16兆円強に
上るとの見通しがしめされている。
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2 12 1.3 そ の 他

消費税は何%あげれば大丈夫だと思いますか？ 少し上げただけではあまり効果がないというイメージがあ
る。

試算ができるほどのデータも知識も無いのでイメージとな
るが，中負担中福祉国家なら10～20%くらいだろうし，高
福祉高負担なら30%ないしそれよりかなり高くすべきだろ
う。低福祉低負担なら10%以下でなんとかしなければ。た
だ，個人的には，税率の問題ではなく，社会保障と税を時
代にあわせて変えるという差し迫った課題に，国会議員や
国民が逃げずに取り組むか否かが鍵だと思う。


